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Ｐ２　農業後継者新規就農激励会
Ｐ３　能登半島地震被害支援募金のお礼について
Ｐ４　芽室町新農業経営者育成システム 入所式
　　　あぐり広場
Ｐ５　ＪＡ　ＹＯＵＴＨ（青年部情報）
Ｐ６　全国共済農業協同組合連合会（共済連）より
　　　「高規格救急自動車」が寄贈されました
　　　ＪＡコスモスの会第26回通常総会
Ｐ７　各生産組織・役員紹介
Ｐ10　新採用職員紹介
Ｐ12　職員の担当業務について
Ｐ18　農業経営講座「もうける農業経営（耕種）の

実践」を開催しました

Ｐ18　農業経営講座「ＩＣＴ農業研修会」を開催し
ました

　　　全町統一農休日
Ｐ19　令和６年度　農業経営講座の年間スケジュール
Ｐ20　ストップ！農作業事故
Ｐ21　こんにちは！経済部です
　　　令和５年度　有害鳥獣駆除実績について
Ｐ22　緑のめぐみ館からお知らせ
　　　巡回ドックなどのご案内
Ｐ23　芽室自動車学校からのお知らせ
Ｐ24　芽室町からお知らせ
Ｐ25　理事会だより
　　　連載　ＪＡの基礎【報徳編】
Ｐ26　芽室町農協史
Ｐ28　あんしん　なっとく農業者年金

今月の

　農業後継者として就農された方々を激励する農業後継者新規就農激励会を４月５日に開催しました。
　当日は、この春に学校などを卒業して就農される方５名、Ｕターンなどにより就農された方３名、計８
名が出席されました。廣江組合長から激励の言葉、手島町長からご祝辞をいただいた後、新規就農者に激
励状と記念品が贈られ、新規就農者を代表して中伏古の髙道雄也さんからお礼の言葉が述べられました。
　また、激励会終了後は、芽室町農業や協同組合の理解を深め、今後利用するＪＡを身近に感じていただ
けるよう研修会を開催し、その後施設見学をおこないました。
　当日、参加できない方もおりましたが、新規就農された方々は下記の通りです。今後の抱負とともにご
紹介いたします。（【 】内は経営者名、敬称略）

農業後継者新規就農激励会　８名参加のもと開催される

　継ぎたいと思い、就農を
決めました。仕事を覚えて
いき、父の負担を減らした
いです。

　幼い頃から農業に触れ成
長してきました。そのため

「将来は農家を継ぐ」とい
う目標を立て勉学に勤しん
できました。また、こうし
て農家を継ぐという目標を
達成でき嬉しく思います。
しかし農家を継がせてもら

　祖父と父の後を継ぎたか
ったため就農を決めまし
た。早く仕事に慣れ、戦力
になれるように頑張ります。

北新生　早苗　太陽さん　【早苗　　朗】 上伏古　宇野　翔一朗さん　【宇野　克彦】

博　進　村中　滉貴さん　【村中　祐也】
ったということは新たなスタート地点に立っ
たとも言えます。現在様々な社会情勢のもと
日々農業も変化しており、自分自身これから
もっともっと勉学に励むと共に、これから関
わる全ての方々から知識や経験を吸収し、精
一杯頑張っていきたいと思います。
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　１月１日に発生した能登半島地震被害に対する支援のため、当ＪＡの組合員・役
職員へ支援募金の協力を呼びかけたところ、多くの方々にご賛同いただき、総額
2,000,000円（当ＪＡからの募金を含む）を募金いたしました。
　ご協力いただきありがとうございました。

能登半島地震被害支援募金の
お礼について

　自分は昔から体調の安定
しない生活が続いているの
ですが、実家の農業なら家
族のサポートが受けやすく
働きやすいと思い就農を決
めました。まずは一つ一つ
仕事を覚えたいです。

新美生　廣瀬　京悟さん　【廣瀬　一也】

　農家の長男として生ま
れ、農業と共に生きていく
中で、これを職業にしたい
と思えたため就農を決意し
ました。父や祖父のような
農業者になりたいです。

共　栄　橋本　大輝さん　【橋本　淳一】

　小さい頃から農家をやり
たいと思い就農を決意しま
した。父に教えてもらいな
がら、色々なことを吸収し
て農業に励みたいです。

共　栄　高橋　　蓮さん　【高橋　　新】

　農業を見て育ってきたた
め就農を決めました。まず
は早く仕事を覚えて、一人
前の農業者になれるよう頑
張っていきたいです。

日の出　髙田　恭平さん　【髙田　昌樹】

　農業に従事する両親の姿
を見て育ち、尊敬や憧れの
思いから就農を決意しまし
た。前職で培った整備のス
キルを役立てながら、両親
を見て学び、食を支える営
農に挑戦していきたいと思
っています。

中伏古　髙道　雄也さん　【髙道　博文】
　子どもの頃から将来は農
家になろうと思っていたた
め、就農することに決めま
した。早く仕事を覚えて自
分で仕事内容を計画するこ
とができるようになりたい
です。

報　国　山口　快人さん　【山口　　誠】

以上、９名が新規就農となります。
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あぐり広場
◆出身地と前職
　音更町　医療事務
◆ご自身の性格
　マイペース
◆趣味
　ひとり旅
◆仕事中の最大の失敗はありますか。
　ビートの間引きをしていて必要な苗も間引きし
たことと、リフトで埋まったこと。
◆好きな農作業（酪農作業）や苦手な農作業はあ
りますか。
　好きな農作業は長芋のピン抜きで、苦手な農作
業は長芋のネット張りです。

東中伏古農事組合

▲

五島裕子さん（31歳）
氏名（年齢）

▲

五島知恵子さん経 営 主

▲

五島啓輔さんご 主 人

▲

　３月27日、芽室町新農業経営者育成
システム研修生の入所式をおこないま
した。
　当日は、廣江組合長から新入生３名
に対し任命書が授与されました。
　１年間、育成システム研修で多くの
学びを得ることを期待しています。

芽室町新農業経営者育成システム
第28期生３名を任命

研修生に任命された新入生
左から坂本幸輝さん（中美生）、大宮悠真さん（報徳）、
辻隼さん（上北伏古）
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第73回北海道農協青年部協議会定期総会
　第73回北海道農協青年部協議会定期総会が４月４日に札
幌パークホテルにて開催され、令和5年度の事業報告・収
支決算について承認されました。
　令和６年度の事業計画では、北海道農業の未来を担う者
の責務として、単組・地区・道青協がそれぞれの立場で活
動に取り組むべく、スローガンを「Step For The Future
〜臨機農変」、年間活動テーマを「夢ある農業に駆け上がれ！」
とし、具体的な事業展開についても原案通り決定されました。
　役員改選では、当青年部川東支部の宇野清将氏が任期満
了により副会長を退任されました。なお、令和６年度の北海道農協青年部協議会役員は下表の通りです。
　また、定期総会前には「ポリシーブックの意義と青年組織の役割」と題し、当青年部 OB であり、平
成26年度にＪＡ全青協会長を勤めた現北海道議会議員の黒田栄継氏による研修会が開催され、農業者の現
場の声を国や自治体に届けることの重要性やポリシーブックの活用事例など、青年部活動に対する講演を
していただきました。

■新役員
　会　長　　髙見　章太	 （上川：ＪＡたいせつ）
　副会長　　三角　将広	 （石狩：ＪＡ道央）
　副会長　　佐藤　慎哉	 （網走：ＪＡオホーツク網走）
　副会長　　池田　裕介	 （宗谷：ＪＡ北宗谷）
　監　事　　小野寺　竜之介	（釧路：ＪＡ釧路太田）
　監　事　　西塚　知也	 （釧路：ＪＡけねべつ）

任期満了により副会長を退任された宇野清将氏

黒田栄継氏による講演

青年部新入部員歓迎会青年部新入部員歓迎会
～新たに12名の盟友が加わりました～～新たに12名の盟友が加わりました～

　青年部新入部員歓迎会を３月25日に開催いたしました。
　青年部組織や事業内容の紹介、役員自己紹介、ＪＡ青年の歌、支部紹介をした後、新入部員に自己紹介
をしていただき、新生支部の外山晶浩くんより新入部員を代表してお礼の言葉が述べられました。
　今年度は新たに12名（当日２名欠席）が加わり、盟友98名でスタートします。

■青年部新入部員
支部名 氏名 農事組合
川西 山口　快人 報国
川西 上田　雄太 美生西
新生 外山　晶浩 上新生
新生 谷口　悠斗 南新生
新生 早苗　太陽 北新生
新生 髙田　恭平 日の出
川東 菅　哲平 上伏古
川東 宇野　翔一朗 上伏古
川東 河瀬　銀冶 豊来
川東 髙橋　大和 上伏古
川東 橋本　大輝 共栄
川東 村中　滉貴 博進
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ＪＡコスモスの会第26回通常総会
　４月３日、第26回通常総会が会員13名参加のもと、
ＪＡ会議室にて開催されました。
　髙橋春美会長の開会挨拶に続き、芽室町社会福祉
協議会花岡事務局長、廣江英幸代表理事組合長より
祝辞をいただきました。
　議長に河野道子さんが選出され、第１号議案から
第４号議案まで原案通り承認されました。また、役
員改選では前﨑仁美さんを会長とする新役員が拍手
をもって承認され、総会を終了しました。
　ＪＡコスモスの会では、ボランティアに興味のあ
る新規会員を常時募集しています。
　詳しくは、事務局（営農部営農情報課ＴＥＬ６２- ２
３１３）までお気軽にお問い合わせください。

令和６年度　役員（敬称略）
　　会　長　前﨑　仁美　（前列右）
　　副会長　武藤　まつ子（後列左）
　　　〃　　柴田　真由美（前列左）
　　監　事　髙橋　春美　（後列右）

新役員の皆さん

全国共済農業協同組合連合会（共済連）より全国共済農業協同組合連合会（共済連）より
「高規格救急自動車」が寄贈されました「高規格救急自動車」が寄贈されました

　全国共済農業協同組合連合会は、地域貢献活動の一環として、昭和50年より北海道内の自治体に救急
車の寄贈をおこなっています。この度、芽室消防署に対し寄贈し令和６年３月25日に受納式が開催され、
ＪＡめむろ廣江組合長から目録、道場専務よりゴールデンキーが手島芽室町長に手渡されました。
　芽室消防署へは今回の寄贈で３台目、全道では218台目の寄贈となります。
　この救急車は、「トヨタ社」製で、高規格準拠としてゆとりのある室内空間を実現し、救急業務の高度
化や処置機材の多様化への対応が可能になっています。
　なお、この寄贈により、とかち広域消防事務組合より感謝状をいただきました。
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今年度の各生産組織などの役員をご紹介します。（　）内は農事組合

芽室町種馬鈴しょ生産組合
◎総会開催月日　令和６年３月28日
◎組 合 員 数　33名
役　員 氏 名 及 び 住 所

組 合 長 松 本 寿 一（東報徳）
副組合長 岩 間 伸 哉（報　徳）

〃 福 田 　 剛（渋山南）
班 長 土 屋 友 和（報　徳）

〃 野 原 豊 満（報　徳）
〃 中 村 勇 太（上芽室）
〃 廣 瀬 一 也（新美生）
〃 村 上 　 隆（北上美生）
〃 岩 井 健 治（渋山南）

監 事 広 瀬 正 幸（新美生）
〃 大 宮 　 剛（報　徳）

食用馬鈴しょ生産組合
◎総会開催月日　令和６年３月21日
◎組 合 員 数　262名
役　員 氏 名 及 び 住 所

組 合 長 梶 谷 義 徳（東中伏古）
副組合長 堀 　 文 宏（坂の上）

〃 舟 渡 陽 平（西士狩西）
理 事 瀬 川 祐 三（西高岩）

〃 西 田 直 浩（ 美 　 生 ）
〃 石 原 正 博（上伏古）
〃 小 森 浩 一（北伏古）
〃 吉 本 滋 文（上新生）
〃 矢 野 佑 哉（ 栄 ）

監 事 細 野 浩 伸（美生西）
〃 小 森 　 朗（南大成）

芽室町澱原馬鈴しょ生産対策協議会
◎協議会開催月日　令和６年７月（予定）
役　員 氏 名 及 び 住 所

会 長 西 村 和 也（平　和）
副 会 長 入 口 吉 貴（毛　根）

〃 敬 松 明 彦（下北伏古）
委 員 瀬 川 祐 三（西高岩）

〃 西 原 勇 介（渋　山）
〃 鈴 木 嗣 人（新大和）
〃 草 野 靖 浩（坂の上）
〃 日 崎 　 誠（常　盤）
〃 小丹枝 研 一（下美生二）
〃 山 川 昌 祐（上関山）
〃 鳥 本 裕 志（渋山南）
〃 福 田 裕 幸（常　盤）
〃 本 田 貴 洋（雄馬別）
〃 土 屋 貴 宏（雄馬別）

芽室町ごぼう生産組合
◎総会開催月日　令和６年２月29日
◎組 合 員 数　49名
役　員 氏 名 及 び 住 所

組 合 長 太 田 　 貢 （新美生）
副組合長 山 上 隆 史 （上新生）
理 事 福 田 清 貴 （上伏古）

〃 後 藤 光 伸 (丸　山）
監 事 山 上 泰 毅 （弥　生）

〃 堀 　 文 宏 （坂の上）

芽 室 町 野 菜 出 荷 組 合
◎総会開催月日　令和６年２月29日
◎組 合 員 数　21名
役　員 氏 名 及 び 住 所

組 合 長 村 中 祐 也（博　進）
副組合長 野 平 智 勝（博　進）
会 計 谷 口 陽 平（東坂の上）
監 事 村 中 忠 幸（博　進）

芽室町加工馬鈴しょ生産組合
◎総会開催月日　令和６年４月４日
◎組 合 員 数　216名
役　員 氏 名 及 び 住 所

組 合 長 大 谷 寿 仁（上関山）
副組合長 常 山 浩 伸（東美生）

〃 吉 井 卓 也（東高岩）
理 事 後 藤 峰 志（共　栄）

〃 川 合 拓 男（坂の上）
〃 河 瀬 貴 光（豊　来）
〃 武 藤 　 誠（日の出）
〃 吉 田 正 人（下北伏古）
〃 成 瀨 靖 彦（南新生）
〃 浅 野 知 樹（芽室太）

監 事 田 中 勝 美（毛　根）
〃 前 田 光 將（上伏古）

芽室町北海コガネ生産組合
◎総会開催月日　令和６年４月２日
◎組 合 員 数　62名
役　員 氏 名 及 び 住 所

組 合 長 本 田 貴 洋（雄馬別）
副組合長 武 藤 雅 紘（上伏古）
〃（会計） 松 浦 輝 行（ 栄 ）
理 事 土 屋 真　俊（共　栄）

〃 村 瀬 健 司（報　国）
監 事 河 瀬 政　弘（豊　来）

〃 宇 野 清　将（上伏古）

芽室町枝豆ハ－ベスタ－協議会
◎総会開催月日　令和６年２月28日
◎組 合 員 数　238名
役　員 氏 名 及 び 住 所

会 長 棚 瀬 陽 一（西中伏古）
副 会 長 森 　 善 行（日の出）

〃 嶋 野 一 三（上新生）
〃 堀 井 弘 樹（報　国）

監 事 藤 沢 哲 也（中美生）
〃 山 上 泰 毅（弥　生）

芽 室 町 玉 葱 生 産 組 合
◎総会開催月日　令和６年２月19日
◎組 合 員 数　13名
役　員 氏 名 及 び 住 所

組 合 長 棚 田 英 和 (西士狩東）
副組合長 樋 詰 智 一（美　蔓）

〃 高 原 健 一（西士狩西）
監 事 中 村 修 一（西士狩西）

〃 川 口 孝 行（大　和）

芽 室 町 南 瓜 生 産 組 合
◎総会開催月日　令和６年３月26日
◎組 合 員 数　87名
役　員 氏 名 及 び 住 所

組 合 長 伊 藤 雅 一（日の出）
副組合長 長 瀬 和 彦（大　和）
〃（会計） 橋 本 真 和（共　栄）
理 事 大 宮 　 剛（報　徳）

〃 廣 江 高 志（北上美生）
監 事 大 丘 輝 元（毛　根）

芽 室 町 枝 豆 生 産 組 合
◎総会開催月日　令和６年２月26日
◎組 合 員 数　199名
役　員 氏 名 及 び 住 所

組 合 長 棚 瀬 陽 一（西中伏古）
副組合長 加 藤 　 渉（毛　根）

〃 堀 井 弘 樹（報　国）
〃 谷 口 陽 平（東坂の上）

理 事 中 村 貴 広（祥　栄）
〃 池 戸 朋 弘（西高岩）
〃 藤 井 信 二（共　栄）
〃 山 岸 宏 彰（北伏古）

監 事 山 上 琢 也（北新生）
〃 藤 沢 哲 也（中美生）

芽 室 町 長 芋 生 産 組 合
◎総会開催月日　令和６年２月28日	
◎組 合 員 数　122名
役　員 氏 名 及 び 住 所

組 合 長 小 山 　 勉（坂の上）
副組合長 中 捨 雅 和（東中伏古）

〃 白 川 　 学（西中伏古）
支 部 長 山 上 琢 也（北新生）

〃 梶 谷 英 樹（東中伏古）
〃 小 縣 友 一（南中伏古）
〃 杉 山 博 隆（新北伏古）
〃 塩 﨑 真 秀（博　進）
〃 西 村 良 太（明　盛）
〃 松 浦 輝 行（ 栄 ）
〃 高 橋 　 新（共　栄）
〃 小 林 健 次（上芽室）

監 事 一 宮 友 博（常　盤）
〃 鈴 木 嗣 人（新大和）

【農産関係生産組織】
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芽室町生食スイ－トコ－ン生産組合
◎総会開催月日　令和６年３月27日
◎組 合 員 数　74名
役　員 氏 名 及 び 住 所

組 合 長 宮 田 克 宣（上伏古）
副組合長 土 井 槙 悟（関　山）
会 計 北 本 英 彦（豊　来）
支 部 長 野 原 豊 満（報　徳）

〃 中 捨 雅 和（東中伏古）
〃 広 瀬 孝 恭（下北伏古）
〃 村 中 忠 幸（博　進）
〃 舟 渡 陽 平（西士狩西）

監 事 中 村 勇 太（上芽室）

芽室町寒玉キャベツ生産組合
◎総会開催月日　令和６年４月１日
◎組 合 員 数　13　名
役　員 氏 名 及 び 住 所

組 合 長 奥 野 純 也（東坂の上）
副組合長 森 田 文 秀（豊　来）

〃 泉 　 朋 宏（中新生）
監 事 早 苗 　 朗（北新生）

ＪＡめむろ馬鈴薯作業受託組合
◎総会開催月日　令和６年３月４日
◎組 合 員 数　26名
役　員 氏 名 及 び 住 所

組 合 長 志 村 和 博（報　国）
副組合長 加 藤 　 渉（毛　根）

〃 松 永 隆 寛（弥　生）
会 計 瀬 川 幹 生（北高岩）
監 事 池 戸 朋 弘（西高岩）

芽室町野菜苗生産組合
◎総会開催月日　令和６年１月12日
◎組 合 員 数　３名
役　員 氏 名 及 び 住 所

組 合 長 滑 川 　 弘（中北伏古）
監 事 長 山 　 定（中北伏古）

芽室町クノ－ルスイ－トコ－ン耕作者組合
◎総会開催月日　令和６年２月13日
◎組 合 員 数　81名
役　員 氏 名 及 び 住 所

組 合 長 土 屋 太 志（北高岩）
副組合長 岩 﨑 祐 輝（東芽室太）

〃 杉 本 志 信（西新生）
理 事 鎌 田 健 太（芽室太）

〃 高 橋 敏 文（平　和）
監 事 竹 田 恭 士（毛　根）

〃 成 瀨 靖 彦（南新生）

芽室町にんにく生産組合
◎総会開催月日　令和６年１月25日
◎組 合 員 数　28名
役　員 氏 名 及 び 住 所

組 合 長 小丹枝 祐 典（南大成）
副組合長 畠 山 徳士郎（東中伏古）

〃 早 苗 佑 貴（ 東 美 生 ）
監 事 竹 澤 圭 一（祥　栄）

芽室町百合根生産組合
◎総会開催月日　令和６年３月27日
◎組 合 員 数　９名
役　員 氏 名 及 び 住 所

組 合 長 黒 田 繁 樹（上伏古）
副組合長 川 合 拓 男（坂の上）
監 事 岩 間 崇 浩（上北伏古）

北海道エア・ウォーターアグリ株式会社芽室耕作者組合
◎総会開催月日　令和６年２月22日
◎組 合 員 数　37名
役　員 氏 名 及 び 住 所

組 合 長 末 吉 弘 明（明　盛）
副組合長 長 山 　 忍（中北伏古）
会 計 石 原 正 博（上伏古）
理 事 甲 野 恵 一（豊　来）
監 事 橋 本 真 和（共　栄）

芽室町てん菜作業受委託組合
◎総会開催月日　令和６年３月28日
◎組 合 員 数　26名
役　員 氏 名 及 び 住 所

組 合 長 川 瀬 邦 雄（毛　根）
副組合長 遠 藤 昌 仁（報　国）

〃 松 永 隆 寛（弥　生）
監 事 草 野 靖 浩（坂の上）

芽室町小麦生産集団協議会
◎総会開催月日　令和６年４月５日
◎組 合 員 数　242名
役　員 氏 名 及 び 住 所

会 長 児 玉 康　博（祥　栄）
副 会 長 三 上 健 次（美生西）

〃 中 島 　 晋（中伏古）
委 員 野 本 忠 良（大　和）

〃 嶋 﨑 誠 司（中新生）
〃 伊 藤 俊 博（常　盤）
〃 駒 井 俊 彦（新大和）
〃 国 枝 雅 彦（中　島）
〃 棚 瀬 陽 一（西中伏古）

監 事 吉 田 正 人（下北伏古）
〃 浅 野 祐 輝（東報徳）

芽 室 町 小 麦 採 種 組 合
◎総会開催月日　令和５年12月12日
◎組 合 員 数　24名
役　員 氏 名 及 び 住 所

組 合 長 棚 瀬 陽 一（西中伏古）
副組合長 土 屋 祐 治（南中伏古）
副組合長 山 口 昭 幸（西北伏古）
理 事 小 縣 友 一（南中伏古）

〃 小丹枝 　 務（西北伏古）
〃 白 川 泰 寛（西中伏古）

監 事 畠 山 　 誠（上北伏古）

芽 室 き の こ 会
◎総会開催月日　令和６年3月27日
◎組 合 員 数　４名
役　員 氏 名 及 び 住 所

会 長 亀 谷 健 二（東高岩）
副 会 長 佐 野 　 匠（渋山南）
監 事 松 本 拓 也（新北伏古）

芽室町落花生生産組合
◎総会開催月日　令和６年４月5日
◎組 合 員 数　11名
役　員 氏 名 及 び 住 所

組 合 長 藤 井 信 二（共　栄）
副組合長 土 屋 真 俊（共　栄）

〃 鈴 鹿 哲 也（下美生二）
理 事 上 谷 秀 靖（常　盤）

〃 橋 本 真 和（共　栄）
監 事 髙 田 昌 樹（日の出）

芽室町ブロッコリー生産組合
◎総会開催月日　令和６年３月26日
◎組 合 員 数　21名
役　員 氏 名 及 び 住 所

組 合 長 松 久 正 人（博　進）
副組合長 松 久 茂 史（博　進）
監 事 森 下 翔 太（西士狩東）

【農産関係生産組織】
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めむろファーマーズマーケット運営協議会
◎総会開催月日　令和６年２月９日
◎組 合 員 数　83名
役　員 氏 名 及 び 住 所

会 長 岩 間 崇 浩（上北伏古）
副 会 長 尾 藤 優 子（上関山）

〃 山 上 隆 史（上新生）
〃（会計） 川 合 拓 男（坂の上）
委 員 畠 山 幸 子（東中伏古）

〃 加 藤 　 繁（北新生）
〃 クレイガン・タール（平　和）

監 事 中 捨 智 也 ( 明　盛）

芽 室 町 酪 農 振 興 会
◎総会開催月日　令和６年４月18日
◎組 合 員 数　42名
役　員 氏 名 及 び 住 所

会 長 柏 葉 　 聡（平　和）
副 会 長 瘧 師 聖 一（坂の上）

〃 北 密 大 士（北上美生）
監 事 岡 崎 　 亘（雄馬別）

〃 村 瀬 高 志（西高岩）
支 部 長 児 玉 昭 宏（上美生西）

〃 鈴 木 　　賢（中美生）
〃 福 岡 邦 明（新　旭）
〃 北 川 達 也（下北伏古）
〃 中 村 貴 広（祥　栄）
〃 河 野 辰 徳（日　進）

芽 室 町 馬 事 振 興 会
◎総会開催月日　令和６年４月10日
◎組 合 員 数　４名
役　員 氏 名 及 び 住 所

会 長 杉 田 富 雄（東大成）
副 会 長 竹 澤 一 彦（祥　栄）
会 計 加 納 友 喜（東芽室太）
監 事 丸 毛 清 美（泉　町）

芽 室 町 畑 作 研 究 会
◎総会開催月日　令和６年２月19日
◎組 合 員 数　41名
役　員 氏 名 及 び 住 所

会 長 嶋 野 　 晃（上新生）
副 会 長 広 瀬 裕 一（弥　生）
会 計 竹 内 佑太朗（南中伏古）
理 事 児 玉 直 弥（日の出）

〃 宇 野 清 将（上伏古）
〃 竹 内 　 章（報　国）

監 事 谷 口 陽 平（東坂の上）
〃 後 藤 光 伸（丸　山）

芽 室 町 乳 牛 検 定 組 合
◎総会開催月日　令和６年４月18日
◎組 合 員 数　19名
役　員 氏 名 及 び 住 所

組 合 長 皆 川 賢 治（新美生）
副組合長 寒河江 正 秀（北上美生）
理 事 鈴 木 雄 太（新美生）

〃 中 村 貴 広（ 祥 栄 ）
監 事 河 野 辰 徳（ 日 進 ）

〃 木 村 利 昭（西芽室）

芽室町乳牛改良同志会
◎総会開催月日　令和６年３月21日
◎組 合 員 数　９名
役　員 氏 名 及 び 住 所

会 長 鈴 木 　 賢（中美生）
副 会 長 北 川 達 也（下北伏古）
理 事 相 川 元 気（上美生西）

〃 木 村 利 昭（西芽室）
監 事 村 瀬 英 治（西高岩）

〃 村 瀬 高 志（西高岩）

芽 室 町 肉 牛 振 興 会
◎総会開催月日　令和６年４月12日
◎組 合 員 数　８名
役　員 氏 名 及 び 住 所

会 長 小 川 　 豊（日　進）
副 会 長 稲 葉 朋 之（南大成）
理 事 島 崎 辰 夫（新生一）
監 事 柏 葉 貞 一（平　和）

芽 室 町 養 豚 振 興 会
◎総会開催月日　令和６年３月21日
◎組 合 員 数　２名
役　員 氏 名 及 び 住 所

会 長 佐々木 啓 隆（祥　栄）
監 事 鈴 木 貴 信（美　生）

Ｊ Ａ コ ス モ ス の 会
◎総会開催月日　令和６年４月３日
◎組 合 員 数　26名
役　員 氏 名 及 び 住 所

会 長 前 﨑 仁 美（上新生）
副 会 長 武 藤 まつ子（上伏古）

〃 柴 田 真由美（関　山）
監 事 髙 橋 春 美（平　和）

芽室町酪農ヘルパー有限責任事業組合
◎総会開催月日　令和６年４月18日
◎組 合 員 数　39名
役　員 氏 名 及 び 住 所

組 合 長 奥 村 紀 之（上美生西）
副組合長 川 端 数 昭（伏　美）
会 計 鈴 木 良 敬（中美生）
理 事 杉 森 輝 一（伏　美）

〃 中 島 大 輔（上美生西）
監 事 坂 本 孝 仁（ 美 蔓 ）

〃 荻 　 昭 則（北上美生）

【営農関係組織】【食品販売関係組織】

【畜産関係生産組織】

9



1配属部署　　2出身地　　3最終学歴または前職　　4趣味・特技　　5抱負

新採用職員が入所しました。
これからどうぞよろしくお願いいたします

　４月１日、常勤役員の出席のもと、
本年度採用となりました総合職員・業
務職員　計14名の入所式をおこないま
した。
　採用職員は誓約書に署名・押印し、
決意を新たにＪＡめむろ職員としての
一歩を歩み始めました。一日も早く担
当業務と組合員皆さまの顔を覚えよう
と精進しておりますので、ご指導ご鞭
撻を賜りますようお願いいたします。

【総合職員】

根
ね も と

本　裕
ひ ろ き

樹
１. 信用部　組合員相談課
２. 美幌町
３. 北見信用金庫
４. スポーツ観戦（日ハム、

NBA など）、サッカー

【総合職員】

木
きのした

下　剛
つ よ し

志
１. 信用部　貯金課
２. 帯広市
３. 北海学園大学　経営学部　

経営情報学科
４. 卓球、野球観戦、温泉

【総合職員】

佐
さ と う

藤　駿
しゅんせい

成
１. 農産部　労働支援対策課
２. 帯広市
３. 北星学園大学　経済学部　

経済学科
４. ランニング、バスケット

ボール

５. 初めて経験することがほとんどだと思いますが、職員
をはじめ組合員の皆さまに早く溶け込めるよう誠心誠
意つとめてまいります。何卒よろしくお願いいたします。

５. 不安な気持ちでいっぱいですが、社会人としての
自覚と責任感を持ち、貢献できるように頑張ります。
よろしくお願いいたします。

５. 社会人としての自覚を持ち、一日でも早く皆さま
のお力になれるよう精一杯努力します。どうぞよ
ろしくお願いいたします。

【総合職員】

西
にしざわ

沢　和
かずたか

剛
１. 畜産部　畜産課
２. 釧路市
３. 新得町役場（地域おこし

協力隊）
４. サッカー観戦、カラオケ、

食べること
５. 一日でも早く皆さんに顔と名前を憶えていただき、一歩ずつ

成長していきたいです。新しいことに挑戦させていただく立
場となりますので、皆さまのご指導よろしくお願いいたします。
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【総合職員】

清
し み ず

水　雅
ま さ と

仁
１. 農産部　青果課
２. 帯広市
３. 北海学園大学　経済学部　

経済学科
４. ゲーム、音楽鑑賞

【総合職員】

中
な か の

野　陸
り く と

人
１. 経済部　購買課
２. 帯広市
３. 酪農学園大学　農食環境

学群　循環農学科
４. 温泉、旅行、ソフトテニ

ス

【総合職員】

瀬
せ ぐ ち

口　拓
た く み

未
１. 経済部　燃料自動車課
２. 音更町
３. 北海学園大学　人文学部　

日本文化学科
４. サッカー、筋トレ

【業務職員】

竹
た け だ

田　達
た つ や

也
１. 農産部　農産課
２. 芽室町
３. 株式会社　帯広荷役
４. テレビゲーム、三国志、

一輪車

【総合職員】

田
た も り

守　光
ひ か る

瑠
１. 管理部　共済課
２. 音更町
３. 釧路公立大学　経済学部　

経済学科
４. ゲーム、音楽鑑賞、ピア

ノ演奏

【業務職員】

石
い し い

井　美
み ゆ

有
１. 管理部　共済課
２. 帯広市
３. 北海道帯広緑陽高等学校
４. 音楽鑑賞、動画鑑賞

５. わからないことばかりですが、皆さまから１日で
も早く頼りにしてもらえるよう精進してまいります。

５. これから社会人として皆さんのお役に立てるよう精一
杯頑張ります。楽しみながら仕事をしていきたいと思
っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

５. わからないことばかりでご迷惑をお掛けすることもあ
るかと思いますが、一日でも早く仕事を覚えられるよ
うに頑張ります。どうぞよろしくお願いいたします。

５. 今までの経験を活かし、芽室町の農業に貢献して
いきたいです。

５. わからないこともたくさんありますが、早く環境
に慣れ、仕事を覚えられるよう全力で頑張ります。
どうぞよろしくお願いいたします。

５. 少しずつ慣れていけるよう、一生懸命頑張ります。

【総合職員】

鈴
す ず き

木　翔
か け る

琉
１. 営農部　農業振興課
２. 本別町
３. 帯広畜産大学　畜産学部　

畜産科学課程
４. 卓球、サウナ

【業務職員】

河
かわあい

合　智
ともひと

人
１. 畜産部　畜産課
２. 芽室町
３. 農業生産法人 有限会社 

ダイマルファーム
４. キャンプ、スキー

５. 皆さまのお役に立てるよう精一杯頑張ります。ど
うぞよろしくお願いいたします。

５. 今までの経験を生かし、組合員の皆様のお役に立
てるよう取り組み、チャレンジ精神を持って頑張
っていきます。何卒よろしくお願いいたします。

新入職員紹介
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【業務職員】

小
お だ ぎ り

田桐　鈴
すず

１. 信用部　貯金課
２. 芽室町
３. 北海道芽室高等学校
４. 音楽鑑賞、絵を描くこと、

アーチェリー

【業務職員】

菅
すがわら

原　杏
あんじゅ

樹
１. 経済部　燃料自動車課
２. 上士幌町
３. 北海道帯広南商業高等学

校
４. お菓子作り、卓球

５. 分からないことばかりで不安もありますが、少し
でも皆さまのお力になれるよう頑張っていきます。
どうぞよろしくお願いいたします。

５. 一日でも早く仕事を覚えられるよう努力し、少し
でも皆さまのお役に立てるよう頑張ります。よろ
しくお願いいたします。

新入職員紹介

職員の担当業務について
　各部署の職員の担当業務について２回に分けて掲載いたします。
　今月号は農産部・畜産部・経済部・食品販売部・営農部、６月号に内部監査室・管理部・信用部・審査
部を掲載いたします。
農産部
資格名称 氏名 主な担当業務

部 長 西　谷　洋　人 農産部業務全般の総括

青果課
資格名称 氏名 主な担当業務 副担当業務

課 長 三戸部　良　太 青果課業務全般の総括
考 査 役 神　谷　和　明 青果物生産指導販売

課 長 補 佐
大　森　美　幸 青果課業務全般の総括補佐
阿　曽　秀　樹 青果課業務全般の総括補佐

係 長 淺　川　　　誠 たまねぎ、寒玉キャベツ スイートコーン、ブロッコリー

主 幹
前　田　　　一 加工馬鈴しょ（カルビー）、しいたけ 澱原馬鈴しょ
休　場　祐　介 種馬鈴しょ 加工馬鈴しょ（パイオニア）、南瓜
笛　木　祐　之 長いも、野菜出荷組合 いんげん、枝豆

主 査
矢　野　恭　平 いんげん、枝豆 長いも
熊　坂　温　子 加工馬鈴しょ（パイオニア）、南瓜 加工馬鈴しょ（カルビー）

主 任
茂古沼　　　健 ごぼう、澱原馬鈴しょ ゆりね
本　間　大　輔 種馬鈴しょ
沼　田　恵　輔 スイートコーン（食用、クノール）、落花生 にんにく、野菜苗

主 事

角　田　将　昇 にんにく、ブロッコリー 寒玉キャベツ、たまねぎ
江　口　海　斗 食用馬鈴しょ ごぼう、しいたけ
前　川　朋　也 ゆりね、アスパラ 食用馬鈴しょ
清　水　雅　仁 野菜苗 野菜出荷組合

業 務
浅　野　信　一 食用馬鈴しょ（選別担当）
大　田　小百合 青果物生産及び経理事務
早　瀬　千　波 青果物生産及び経理事務

臨 時 佐　竹　智　美 しいたけ（選別担当）
※休日などの交代対応のため複数担当制とし、品目により「副担当」を配置します
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農産課
資格名称 氏名 主な担当業務

課 長 柴　田　秀　己 農産課業務全般の総括

係 長
土　屋　一　彦 小麦豆類集荷販売、豆類コンバイン収穫、てん菜収穫支援事業補佐
小　林　健　利 小麦豆類乾燥調製業務・保管管理、農産物検査、施設運用管理

主 幹
西　原　禎　之 豆採種組合事務局、豆種子斡旋、てん菜、豆類コンバイン収穫
男　澤　永　雅 小麦豆類乾燥調製業務・保管管理、小麦入出庫管理、農産物検査実務

主 任 五十嵐　　　涼 小麦採種組合事務局、小麦種子斡旋、豆類コンバイン収穫、てん菜収穫支援事業補佐
主 事 石　井　健　人 小麦豆類乾燥調製業務・保管管理、小麦入出庫管理

業 務
竹　田　達　也 小麦豆類乾燥調製業務・保管管理、小麦入出庫管理
横　山　有　沙 農産物経理事務、小麦豆類入出庫事務、農産物検査事務
田　村　友　理 農産物経理事務、豆類販売精算事務

臨 時 植　田　伸　範 小麦豆類乾燥調製業務補佐、農産物検査実務補佐

労働支援対策課
資格名称 氏名 主な担当業務

課 長 永　原　繁　樹 労働支援対策課業務全般の総括
考 査 役 久　下　貴　嗣 小麦コンバイン整備・運行、豆類コンバイン収穫、堆肥切返し、融雪材散布　他
主 査 田　野　智　也 無料職業紹介業務、長芋ネット処理　他
主 任 森　下　勝　斗 馬鈴薯・てん菜作業受委託、ラジヘリ・ドローン農薬散布　他
主 事 佐　藤　駿　成 土地改良、野良芋除去業務　他

青果課青果課

上段　　浅野・笛木・角田・江口・前川・沼田・休場・茂古沼・太田・熊坂・早瀬
下段　　淺川・神谷・三戸部・阿曽・大森・清水

別窓：　前田　矢野　本間

農産課農産課

上段　　小林・男澤・五十嵐・石井・竹田・植田
下段　　西原・土屋・柴田・横山・田村

労働支援対策課労働支援対策課

田野 ・久下・永原・西谷・森下・佐藤
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畜産部
資格名称 氏名 主な担当業務

部 長 岩　渕　智　行 畜産部業務全般の総括

畜産課
資格名称 氏名 主な担当業務

課 長 光　川　敬　士 畜産課業務全般の総括
考 査 役 岡　田　智　成 畜産課業務全般の総括補佐、放牧事業総括、哺育育成事業

係 長
建　部　智　洋 畜産課業務全般の総括補佐、家畜市場
　林　　泰　佑 畜産課業務全般の総括補佐、肉牛、豚、馬、家畜市場

主 幹 石　原　由美子 販売品・家畜斡旋経理

主 査
加　藤　雅　幸 生乳出荷、乳質改善指導、酪農ヘルパー、乳牛検定、麦稈
西　沢　和　剛 肉用素牛、肥育牛、肉牛補助事業

主 事
永　田　龍　成 畜産クラスター事業、初生とく、家畜市場
森　田　大　士 肉用素牛、肥育牛、肉牛補助事業、初生とく

業 務
河　合　智　人 哺育育成事業
片　倉　　　誠 哺育育成事業総括
角　田　里　奈 生乳経理、集送乳事業経理、家畜斡旋経理、敷料経理

臨 時
森　川　良　一 生乳検査
佐　藤　結　乃 乳牛検定事務、家畜登録経理、個体識別情報事務

経済部
資格名称 氏名 主な担当業務

部 長 中　島　辰　美 経済部業務全般の総括

購買課
資格名称 氏名 主な担当業務

課 長 白　幡　朋　嗣 購買課業務全般の総括
課 長 補 佐 小笠原　裕　作 購買課業務全般の総括補佐
係 長 木　村　勝　博 肥料・農薬総括者・堆肥センター（補）

主 査

金　森　孝　泰 堆肥センター運営管理責任者
酒　向　幾　恵 肥料・農薬窓口対応 経理事務
瀧　下　雅　恵 飼料・飼料種子担当（各種取りまとめ企画など）
三　浦　隆　寛 購買店舗担当（仕入・供給 取りまとめ推進）

主 任 上　林　　　凌 農薬・肥料窓口対応・経理事務・各種推進

畜産課畜産課

上段　　永田・角田・石原・建部・森川・片倉・林
下段　　佐藤・森田・岡田・岩渕・光川・河合・西沢

別窓：加藤
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主 事
五十嵐　大　樹 肥料担当（主 配送計画立案など）・種苗・包装資材（補）
石　野　綾　惇 種苗・包装資材主担当・廃プラスチック回収業務
中　野　陸　人 農薬窓口対応・経理事務・農薬空容器回収業務

業 務

川　角　雅　博 購買店舗責任者・建物リフォーム関係
曾　田　美　和 肥料・農薬窓口対応 経理事務
松　山　淳　一 農機具主担当（展示会企画・営農指導）・購買店舗業務（補）
堀　井　陽　介 肥料推進供給業務（肥料・農薬・資材類） 
須　藤　千　晶 購買店舗担当（仕入・供給 取りまとめ推進）
杉　山　真由子 購買事務主担当（財務経理など）
藤　村　菜　穂 購買店舗担当（仕入・供給 取りまとめ推進）
小　泉　麻　未 農機具事務など（展示会企画補）・購買店舗業務（補）
齊　藤　杏　奈 購買店舗担当（仕入・供給 取りまとめ推進）
管　野　　　遥 飼料・酪農資材・飼料種子事務担当・購買店舗業務（補）

嘱 託
森　川　勝　明 農薬窓口対応・経理事務
佐　藤　　　清 購買店舗担当（各種取りまとめ企画など）

臨 時

山　上　昭　司 生活担当責任者（エーコープめむろ店）・購買店舗業務（補）
佐　伯　美保子 生活担当責任者（エーコープめむろ店）・購買店舗業務（補）
川　合　春　子 生活担当責任者（エーコープめむろ店）・購買店舗業務（補）
阿　曽　　　歩 購買未払金業務・購買店舗業務（補）

購買課購買課

上段　　松山・佐藤・木村・森川・小泉・齊藤・管野・三浦・川角・山上
中段　　阿曽・須藤・藤村・杉山・酒向・瀧下・金森・曾田・佐伯・川合
下段　　堀井・上林・五十嵐・小笠原・中島・白幡・中野・石野

燃料自動車課
資格名称 氏名 主な担当業務

課 長 水　内　寿　勝 燃料自動車課業務全般の総括・事業計画総括・決算・経営分析
係 長 安　彦　　　由 第2SS 総括・事業計画（燃油以外）・棚卸事務・油外拡販責任者
主 幹 阿　部　　　忍 第1SS 総括・棚卸事務総括・未収金管理（延滞）・監査資料作成・スタンド業務
主 事 瀬　口　拓　未 ドライブスルー洗車拡販責任者・廃タイヤ・廃エレメント回収とりまとめ
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業 務

川　村　悠　司 各種価格表作成・バッテリー拡販責任者・イベント・キャンペーン企画担当
田　中　丞　美 事務総括、窓口業務、日報事務、大口売上管理、JAOC 配送管理、大口価格修正事務
小井戸　大　地 タイヤ・オイル・用品拡販責任者・広告 PR 担当・施設周り管理責任者
山　川　亮　太 第1SS 副総括・自動車販売・イベント・キャンペーン企画担当
三　浦　伸　彦 第1SS 副総括・タイヤ拡販責任者・接客指導・第１棚卸責任者・広告 PR 責任者
里　村　雄　平 オイル拡販責任者・作業（季節商品）拡販担当・オイル・アドブルー取りまとめ
鈴　木　真　人 手洗い洗車拡販責任者・用品・部品受払管理
田　中　　　亮 セイカン関係拡販責任者・エレメントとりまとめ・用品拡販責任者
細　羽　香　瑠 免税軽油事務・仕入伝票管理・自動車売上処理・未収金引落し処理管理
山　崎　翔　輝 バッテリー拡販責任者・広告 PR 担当・販売室管理
菅　原　杏　樹 請求事務・未収金管理（入金）・NPO 上美生売上・仕入伝票チェック・取りまとめ計上

臨 時
竹　内　建　斗 スタンド業務・計量器・ピット室管理
髙　瀨　謙　宏 セルフ給油監視業務
成　瀬　誉　也 スタンド業務・施設外回り管理

食品販売部
資格名称 氏名 主な担当業務

参事役（兼）
部 長 須　藤　昌　彦 食品販売部業務全般の総括

めむろフーズ運営業務全般の総括

食品販売課
資格名称 氏名 主な担当業務

課 長 戸　水　一　範 食品販売課業務全般の総括
課長補佐兼店長 小　室　喜　弘 食品販売課業務全般の総括補佐、直売所業務運営責任者（直売所店長）
主 幹 目　黒　健　太 食品加工販売担当
主 事 安　田　紫　乃 食品加工販売担当

臨 時
谷　口　巌　男 直売所業務運営責任者（直売所副店長）
福　島　亜諭美 食品加工販売受注、経理事務
山　中　美　樹 直売所事業経理事務

（業務）課 長
めむろフーズ出向 佐々木　洋　介 めむろフーズ業務課業務全般の総括

（業務）係 長
めむろフーズ出向 今　田　義　貴 めむろフーズ業務、人事労務管理

営農部
資格名称 氏名 主な担当業務

営 農 部 長
審 査 部 長 村　瀬　雅　道 営農部業務全般の総括

次 長 
農業振興センター長（兼） 長　濱　　　修 営農部業務全般の総括補佐、農業振興センター業務全般の総括

燃料自動車課燃料自動車課

上段　　阿部・山崎・成瀬・三浦・山川・里村
下段　　細羽・瀬口・水内・菅原・田中 ( 丞 )

　安彦・小井戸・川村

別窓：鈴木、田中（亮）、竹内、髙瀨
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農業振興センター（農業振興課）
資格名称 氏名 主な担当業務

センター長 長　濱　　　修 業務総括、畜産関連業務、
課 長 市　川　洋　一 業務総括補佐、畑・園芸作物栽培技術指導、ほ場データ管理、農業経営講座企画
考 査 役 田　村　　　元 畑作物栽培技術指導、土壌管理関係、町内統計情報、ＧＡＰ取組支援
係 長 飯　田　真　直 畑作物栽培技術指導主担当、ＩＣＴ関係業務、気象作況調査
主 査 坂　田　悠　輔 園芸作物栽培技術指導主担当、病害虫発生予察、営農技術情報

主 任
小　泉　洋　斗 畑作物栽培技術指導、担い手支援
高　山　菜　花 畜産関連業務主担当、土壌管理関係

主 事 鈴　木　翔　琉 作物栽培技術指導
業 務 帰　山　ななえ 一般事務、ほ場データ管理、車両管理

営農情報課
資格名称 氏名 主な担当業務

課 長 飛　田　有　希 営農情報課業務全般の総括
主 査 矢　野　麻　里 広報企画、労働保険、農作業事故防止、賦課金
主 任 　北　　陵　平 ＪＡ青年部、ＴＡＦシステム、生活環境改善推進、生きがい対策
主 事 堀　井　彩　可 ＪＡ女性部、高齢者福祉対策

業 務
中　村　麻　衣 農業者年金、食育事業（緑のめぐみ館）
原　口　佳　奈 ＪＡコスモスの会、健康推進、旅行事業、ＦＡＸ管理、ＪＡコネクト、営農斡旋誌

臨 時
甲　地　悦　子 緑のめぐみ館（企画・管理）
片　倉　小百合 緑のめぐみ館（補助）

農業振興センター（農業振興課）農業振興センター（農業振興課）

上段　　坂田・飯田・鈴木・田村・小泉
下段　　高山・市川・長濱・帰山

上段　　飛田・村瀬・北
下段　　堀井・中村・原口

営農情報課営農情報課

緑のめぐみ館緑のめぐみ館

	 甲地	 片倉 　

食品販売部食品販売部

上段　　福島・目黒・安田・山中・谷口
下段　　今田・佐々木・須藤・戸水・小室

内部監査室・管理部・信用部・審査部の写真は６月号に掲載いたします。

別窓：矢野
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　本講座は、農業経営に必要な知識の習得と作物別
の農業所得を把握し、経営分析、診断値に基づいて
経営改善することを目的に、今回で７回目の開催と
なります。
　参加者は１月10日から２月13日にかけ、経営分析
システムを利用した組勘などのデータの仕分け作業
をおこない、各々の経営状況を振り返りました。講
座には、本年より新たに自宅での作業が可能になっ
たことから、過去最高となる119戸の参加がありました。
　４月５日には、経営分析データの集計結果に基づ
いた講座を開催し、例年より遅い時期での開催とな
りましたが、昨年を上回る33名の参加がありました。
講座では、農業振興センターより、作物別の所得の傾向などを説明するとともに、機械価格の値上がりか
ら、導入にあたっての考え方について説明しました。参加者からは、投資についての考え方が勉強になっ
た、来年もまた参加したい、といった意見が出るなど、経営に対する意識の高さが伺えました。

　本講座は、「データを活用した農作業の効率化！」
をテーマとし、生産者、農機会社及び関係機関を含
め47名の参加を得て、研修会を開催しました。はじ
めに農業振興センターから、芽室町のＩＣＴ農業の
現況や課題について説明をおこなった後、日本ニュ
ーホランド株式会社、エム・エス・ケー農業機械株
式会社、株式会社 三浦農場（音更町）より、ＧＰ
Ｓガイダンスの活用方法、衛星データやほ場データ
を活用した可変施肥、ＩＣＴ搭載農作業機の活用な
ど、お話いただきました。限られた時間ではありま
したが、参加者からはたくさんの質問がなされ、Ｉ
ＣＴ農業に対する期待や興味が伺えました。

農業経営講座
「もうける農業経営（耕種）の実践」を開催しました

農業経営講座「ＩＣＴ農業研修会」を開催しました

昨年度、芽室町では61件の農作業中の労災事故が報告されております。同一作業が長く続
く場合は、休憩時間を定期的に設けるようにしましょう。

心と体に余裕を持った農作業をおこないましょう。

全町統一農休日は、繁忙期の過重労働や農作業事故防止を目的に設定しています。

全町統一農休日 ５月19日（日）
６月 2 日（日）
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令和６年度　農業経営講座の年間スケジュール
１　開催目的
　農業に関する知識及び技術と経営能力を修得、社会情勢に対応し得る応用力を備えた農業経営者の養成
と継承を目的とする

２　開催内容
区　分 講座名 対　象 内　容

能力養成
農業基礎 就農後間もない者

あらためて、基礎的なことを学習したい者 農業に関する基礎的な知識や技術の習得

経営実務 就農後経営に参画し、ある程度経営管理に
携わっている者

社会情勢に対応し得る応用力を備えた経
営者の育成

世代交代 経営継承 近い将来、後継者に経営移譲を考えている
者

個別経営体における経営者から後継者へ
スムーズな経営の継承

３　開催予定

開催時期 講座名 内　容基
礎

実
務

継
承

令
和
６
年

６月 ● 主要作物の栽培管理① 今月の作物の生育と技術対策
● てんさい栽培研修会 失敗しないための栽培管理

７月 ● 主要作物の栽培管理② 今月の作物の生育と技術対策
● 酪農経営講座① 今月の作物の生育と技術対策

８月 ● 主要作物の栽培管理③ 今月の作物の生育と技術対策
９月 ● 主要作物の栽培管理④ 今月の作物の生育と技術対策
10月 ● 主要作物の栽培管理⑤ 今月の作物の生育と技術対策

11月 ● 酪農経営講座② 受委託栽培のモデルケース紹介
● 芽室の土を知ろう 芽室の代表的な土壌統の確認

12月 ● 組勘の仕組みを知ろう 組勘の仕組み、営農や生活資金の仕組み

令
和
７
年

１月

● 農業の法人経営とは 法人化成りと経営移譲（外部講師）
● 経営移譲事前研修会　解説編 心構え、相続や贈与の税務（外部講師）
● 経営移譲事前研修会　手続編 経営移譲の具体的な手続き（関係機関）

● もうける農業経営の実践 作物別の収入、農業所得の実態把握

２月

● ＩＣＴ農業研修会 可変施肥の実施に向けて
● 農機具講習会 農作業事故防止
● 女性農業セミナー① 芽室町の農業を知る
● 女性農業セミナー② 作物栽培の基本①
● 女性農業セミナー③ 作物栽培の基本②
● 女性農業セミナー④ 農業経営者に求められること

４　動画配信予定

配信時期 動画名 内　容基
礎

実
務

継
承

令
和
６
年

４月～

● 主要作物の栽培を知る① 主要作物の特性と栽培管理
● 農薬を知る① 農薬の種類と適正使用
● 農薬を知る② 農薬の使用量

● 農薬を知る③ 農薬の系統と耐性リスク
● 肥料を知る① 作物の必須要素
● 肥料を知る② 肥料の分類
● 肥料を知る③ 土壌ｐＨと土壌改良資材

● 肥料を知る④ 各作物別施肥対応
７
年３月～ ● 春期営農技術情報 各作物における技術対応
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ストップ！ 農作業事故

【5月の作業ではこのような怪我が報告されています】

◇労災に関するお問い合わせ先◇　　営農部営農情報課　TEL ６２－２３１３

春の植付・管理作業が始まります。
引き続き一人ひとりが十分注意し安全な農作業に努めましょう。

機械作業では
�畑に肥料散布作業中にライムソワーの詰まりを取り除こうとした際、左手が巻き込まれ切断
となった。
�耕運機を使用して畑を耕している際、バックした時にハウスと耕運機の間に右手親指を挟め
骨折した。
�播種作業のためポテトプランターに種馬鈴しょを補給中、誤って足を滑らせ、落下を防ごう
と咄嗟に手をついた際に右肩を痛め、腱板断裂と診断された。
�フォークリフトでコンテナを片付けていた際、リフトから降りようとした時に足を踏み外し
地面に転落し、左肩を骨折した。
�枝をチェーンソーで伐採中、チェーンソーが跳ね返って左手首にあたり切創を負った。
�馬鈴しょの播種作業中、播種機の上で作業していた際に急にトラクターが動き出したため播
種機に左胸部を強打し打撲した。

�搾乳中、足を滑らせ転んだ際に腰をコンクリートの床にぶつけ、背骨を骨折した。
�バケットミルカーの洗浄液を作るためにバケツに殺菌剤を入れていた際、液が飛び跳ね目に
入った。

家畜の管理作業では

農作業中に怪我をしてしまったら．．．
　農作業中の事故の場合は、労災に該当する可能性があります。
　怪我をされた場合はすみやかに営農情報課へご連絡ください。

�サブソイラーをトラクターに取り付けようとした際、サブソイラーが倒れてきて右手人差し
指に当たり切創を負い縫合した。
�トラクターにロータリーを取り付けるためＰＴＯシャフトを左手で押さえていた際、手が滑
りＰＴＯシャフトを落としてしまい、右手小指を骨折した。
�ケンブリッジローラーの整備をするため持ち上げた際、部品が落ちてきて左足人差し指にあ
たり、打撲・爪下血腫を負った。
�格納庫で積み上げた肥料パックの上で、パックの紐をリフトに掛けようとした際、足を踏み
外してコンクリートの床に落下し、右手首と右肋骨を骨折した。

その他の作業では

20



経済部
です

５・６月 購買事業カレンダー
日 曜日 行　　　　　　　　　　　事

５月４日 土 休日営業（８：40～12：00）
５月５日 日 休日営業（８：40～12：00）肥料のみ
５月６日 月
５月７日 火
５月８日 水
５月９日 木
５月10日 金
５月11日 土 休日営業（８：40～12：00）
５月12日 日 休日営業（８：40～12：00）肥料のみ
５月13日 月
５月14日 火
５月15日 水
５月16日 木
５月17日 金
５月18日 土 休日営業（８：40～12：00）
５月19日 日 休日
５月20日 月
５月21日 火

日 曜日 行　　　　　　　　　　　事
５月22日 水
５月23日 木
５月24日 金
５月25日 土 休日（農薬引渡しのみ８：40～12：00）
５月26日 日 休日
５月27日 月
５月28日 火
５月29日 水
５月30日 木
５月31日 金
６月１日 土 休日（農薬引渡しのみ８：40～12：00）
６月２日 日 休日
６月３日 月
６月４日 火
６月５日 水
６月６日 木
６月７日 金
６月８日 土 休日（農薬引渡しのみ８：40～12：00）

　本年も、は種作業など繁忙期の対応として、資材センター・肥料倉庫の土曜日・日曜日の営業及び
営業時間を下記の通りお知らせいたします。

■資材センター・肥料倉庫
　土曜営業日　８：40～12：00
　５月４日（土）・５月11日（土）・５月18日（土）
　５月25日（土）農薬引渡しのみ営業（資材センター・肥料は休業となります）

　日曜営業日（肥料のみ営業）　８：40～12：00
　５月５日（日）・５月12日（日）

資材センター・肥料倉庫、土・日曜日の営業と時間について

令和５年度　有害鳥獣駆除実績について
　ＪＡでは、有害鳥獣の被害低減に向け、有害鳥獣駆除員の出動・捕獲に対する助成をおこなっています。
令和５年度の芽室町の実績は、下記のとおりです。
　　令和５年４月～令和６年３月

有害鳥獣 出動回数 出動単価 捕獲数 捕獲単価 駆除助成額
クマ 29 3,300円 20 10,000円 295,700円
シカ 229 500円 265 1,000円 379,500円

キツネ 57 500円 62 500円 59,500円
アライグマ 46 500円 50 500円 48,000円
ユキウサギ 1 500円 1 500円 1,000円

鳥類 　 　 356 500円 178,000円
合計 362 　 754 　 961,700円

＜駆除出動・捕獲実績対象者19名＞
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　今年も、正組合員とその家族の方を対象に、『巡回ドック』『特定検診』をＪＡめむろ本部事務所におい
て実施いたします。より多くの方が受診できるよう、芽室町・芽室町国民健康保険・北海道後期高齢者医
療広域連合の助成が受けられます。協会けんぽ（全国健康保険協会）加入の正組合員とその家族の方の受
診も受付いたします。協会けんぽの健診については申込み方法や助成の条件がありますので取りまとめの
ご案内でご確認ください。
　なお、取りまとめのご案内は、全戸ＦＡＸで送信いたしますので、ぜひこの機会に受診していただきま
すようお知らせいたします。

種類 対　象�
（受診時年齢）

個人負担
（助成後） 実施場所 実施時期 備考

巡回ドック R６年度　18歳～39歳の方 6,268円 

ＪＡめむろ
本部事務所

６月17日（月）
12月２日（月）

お問い合わせは、
営農情報課まで
（電話：62-2313）

巡回ドック R６年度　40歳～74歳の方 4,400円 
巡回ドック 後期高齢者 3,900円 
特定検診
（基本健診） R６年度　18歳～39歳の方 2,868円 
特定検診
（基本健診）

R６年度　40歳～74歳の方
（※年度内40・63歳　無料） 1,000円 

特定検診
（基本健診） 後期高齢者 500円 
①『巡回ドック』『特定検診』は、町（実施医療機関：帯広厚生病院）が実施している検診と同じ内容です。
②『巡回ドック』は、『特定検診』と『胃がん・肺がん・大腸がん検診』がセットになっています。
③がん検診を希望されない方は『特定検診』を受診してください。
④農協本部事務所２階会議室で『巡回ドック』『特定検診』を同日に実施します。
⑤国保加入の40歳以上の方は、『胃がん・肺がん・大腸がん検診』の単独受診ができます。

巡回ドックなどのご案内
～ＪＡめむろ・芽室町・帯広厚生病院連携／ＪＡめむろ組合員健康管理推進～

定　員：各回　10名
参加料：3,000円
持ち物：バンダナ・エプロン・タオル・マスク・衛生手袋
その他：味噌５kg 程度入る樽、袋２枚をご用意ください。

ＪＡめむろ農畜産物加工調理体験施設

「緑のめぐみ館」からお知らせ
2024年

６月

開催

「緑のめぐみ館」は、個人・団体・グループで気軽にご利用できる加工調理体験施設です。
◆お申し込み・お問い合わせ：「緑のめぐみ館」ＴＥＬ／ＦＡＸ　０１５５－６２－５３７９

芽室町東めむろ３条南１丁目「愛菜屋」東隣り

めむろ産大豆を使って！ ♪十勝産小麦粉を使って♪

メニュー：　手打ちうどん時間　９：30～13：00 （各回５kg）

日 時：６月15日 ( 土 ) ９：00〜12：30
①６月５日（水）
③６月19日（水）

定　員：親子10組（小学生以上）
参加料：無 料
持ち物：�バンダナ・エプロン・タオル・マスク
お子さんはきれいな長靴をご用意ください。

〜ＪＡめむろ食育講座〜

足でふみふみ！おいしくな～れ！

手作り味噌講習会 親子うどん教室

!!　参加者募集　!!

②６月12日（水）
④６月26日（水）
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芽室自動車学校からのお知らせ

特別料金表� （消費税・写真代・申請料込）

車　　種 所持免許 通常料金 組合員料金
（４月〜12月末入校まで）

大　型

普　　通
（平成29年３月12日以降の普通免許）

夏　399,740円 ３９９，０００円冬　405,240円

準
中
型

準中型５ｔ限定 夏　357,940円 ３５７，０００円冬　363,440円

限定なし 夏　324,280円 ３２４，０００円冬　329,780円

中
　
型

中型８ｔ限定 夏　292,930円 ２９２，０００円冬　298,430円

限定なし 夏　230,230円 ２３０，０００円冬　235,730円

中　型

普　　通
（平成29年３月12日以降の普通免許）

夏　213,290円 １９１，０００円冬　218,790円

準
中
型

準中型５ｔ限定 夏　１７９，４１０円 １６１，０００円冬　１８４，９１０円

限定なし 夏　１６０，１６０円 １４４，０００円冬　１６５，６６０円

けん引 普通免許以上 夏　１６９，９４０円 １５２，０００円冬　１７５，４４０円

大　
特

大特のみ 普通免許以上 夏　１３９，５８０円 １２５，０００円冬　１４５，０８０円
車両系
セット 普通免許以上 夏　１７０，５８０円 １５３，０００円冬　１７６，０８０円

フォークリフト
セット 普通免許以上 夏　159,580円 １４３，０００円冬　165,080円

※組合員料金は４月～12月末までの期間です。【１月～３月末までは、通常の冬料金となります。】
※価格は予告なく変動することがあります。ご了承ください。

各種作業免許料金表
玉　　掛 33,800円 車両系建設機械（整地）

大特免許なし 101,400円

小型移動式クレーン
（玉掛終了後） 46,400円 フォークリフト

大特免許所持者 31,000円

車両系建設機械（整地）
大特免許所持者 42,000円 フォークリフト

大特免許なし 51,900円

　昨年度は多くのＪＡ組合員の皆様にご入校いただき、厚くお礼申し上げます。
　令和６年度も下記のとおり、「セット割引」や「同時申し込み」による割引など組合員料金を設定させて
いただきましたので、ご利用をお待ちしております。

運転免許については…
　〒082－0013
　河西郡芽室町東３条10丁目１番地
　芽室自動車学校
　TEL ０１５５－６２－２２２６

各種作業免許については…
　〒082－0015
　河西郡芽室町東５条10丁目３番地
　芽室自動車学校　十勝教習センター
　TEL ０１５５－６２－１０３９
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芽室町からお知らせ
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理 事 会 だ よ り
第15回（３月11日開催）

・議案第１号　令和６年度内部監査計画について
・議案第２号　�ジェイエイめむろフーズ（株）取

締役候補者の選出について
・議案第３号　�令和６年度コンプライアンス計画

について
・議案第４号　財務管理規程の一部改正について
・議案第５号　令和６年度余裕金の運用について
・協議案１　　令和５年度決算方針について
・協議案２　　寄付金の支出について
報告事項
１　令和６年度監事監査計画について
２　�令和６年度人事異動並びに採用、退職発令に
ついて

３　�令和５年度広域「１人３件」獲得推進運動結
果について

４　令和５年産原料てん菜の本精算について

第16回（３月19日開催）
・議案第１号　�令和６年度役員報酬（理事）の処

理について
・議案第２号　�令和６年度各種利用料・手数料の

設定について
・議案第３号　�令和６年度各種事業の助成・奨励

策について

・議案第４号　�固定資産の取得について（プラッ
トホーム改修ほか）

・議案第５号　出資金の譲渡承認について
・議案第６号　出資金の減口承認について
・議案第７号　�顧客本位の業務運営に関する取組

方針の策定について
・議案第８号　�令和６年度貸付金利率の最高限度

並びに信用供与等の限度額の設定
について

・議案第９号　�信用事業方法書（国債窓口販売業
務）の廃止について

・議案第10号　�経営者保証ガイドラインに対応し
た取組方針について

・議案第11号　�令和６年産豆類の取扱要領について
・議案第12号　乳牛導入奨励対策の実施について
・協議案１　　�食料安全保障の強化と持続可能な

北海道農業の確立に関する組織討
議について

報告事項
１　組合員の加入・脱退状況について
２　�ＪＡバンクの内部管理態勢構築にかかる指針
の変更について

３　�令和６年度芽室町新規農業経営者育成システ
ム研修計画について

４　令和６年産菌床椎茸取扱要領について
５　令和５年産春掘長いも取扱要領について

第18回　協同組合と報徳Ⅲ
◆二宮尊徳が説く勤労とは◆
　＜自主・自立が勤労の基本＞
　尊徳が最も重視したのは、農民に労を嫌うことを戒め、農民自ら自覚し、他人への依頼心を捨て、主体
性をもって考え行動し、自らの力で道を切り開く姿勢、つまり、自主・自立することが勤労の基本である
ことを説いたのです。ですから、勤労を実現しようと、農民の荒れた心の田んぼを美田にするために「心
田開発」に力を入れるとともに、自ら村人たちに範を示したのです。
　また、人々が人知れず善行を積み、徳に報いるために働くようになると、仕事を監督する必要がなくな
るのです。つまり、自主・自立の心が芽生え育ち、勤労がおこなわれるからです。こういう風になれば管
理・監督はいらなくなり、仕事の成績も上がり、収入も必然的に増えてくるようになるのです。
　＜職業の尊さ＞
　勤労は仕事のやり方を、常に工夫・改善することによって高められるし、技能を磨くことによってより
良質に、より能率的に仕上げることができます。そのためには、各人がそれぞれの職業に専念することが
必要なのです。尊徳は農業には田畑の徳、作物の徳、それに農民の徳が一円融合して米、麦などを生み、
全ての人命を養う基本的な職業であると説き、農民には誇りを持たせ、勤労を勧めたのです。
　人々はそれぞれの職業の尊さを自覚して、精一杯の働きをするのが勤労であると、尊徳は説いています。

連載ＪＡの基礎【報徳編】

心
しん
田
でん
開
かい
発
はつ
 ・・・ �荒れた田は耕すことで再び米が育つように、荒れた心を耕すこと

で人間が育つという考え方のこと
一
いち
円
えん
融
ゆう
合
ごう
 ・・・ �すべてのものは互いに働き合い、一体となって結果が出るという

教えのこと

きになるワード

（H22.10.15発行
北海道報徳情報別冊31号より一部抜粋）
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二重マスの文字をＡ～Ｅの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？Ｑ

タテのカギ
出題：ニコリ

※解答は６月号に掲載いたします。

４月号の
解　　答

ＡＢＣＤＥ
フリージア

１	 陰暦の５月のこと
２	 棋聖、天元、本因坊といえば
３	 ワインやウイスキーはこれ
４	 話題となるような出来事
５	 ギョーザのたれに入れる辛い調味

料
９	 指揮者が振るもの
11	 家臣が仕えます
12	 村下孝蔵のヒット曲。歌い出しの

言葉は五月雨（さみだれ）です
13	 目には――山ホトトギス初ガツオ 

（山口素堂）
15	 遠くの親戚より近くの――
18	 １と−１の中間点

ヨコのカギ

１	 アルバイトの――試験を受けた
４	 黄色に黒いしま模様がある猛獣
６	 ご――の良い日にお越しください
７	 ケシ科の花、特にヒナゲシのこと
８	 味を感じ取ります
10	 沖縄では５月中に――入りするこ

とが多いですね
11	 ゴールデンウイークのホテルは、

――客で混雑しそう
13	 魚偏に占と書く魚
14	 凸という字の音読みは
16	 早く実る稲は早稲（わせ）、遅いものは
17	 ポケットの中でチャリチャリと鳴

ることも
19	 相撲の取組を数えるときに使う言葉
20	 衣服のしわをのばします

パ ズ ル ？ 頭 の 体 操

解　答　欄

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

に
幾
多
の
矛
盾
も
ち
ら
つ
き
は
じ
め
、
加
ふ
る
に
戦
争
突
入
と
な
つ
て
、
客
観

状
況
に
大
き
な
変
化
が
み
え
て
き
た
。

　
昭
和
十
三
年
に
産
青
連
は
農
村
協
同
体
建
設
同
盟
と
な
り
、
十
五
年
に
解
散

の
や
む
な
き
に
至
つ
た
（
全
国
、
本
道
と
も
）
の
は
丁
度
、
産
組
が
解
体
し
て
、

強
権
統
制
農
業
会
に
変
つ
た
こ
と
と
、
軌
を
一
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の

頃
、
つ
ま
り
十
六
年
三
月
に
農
業
報
国
挺
身
隊
（
本
部
長
安
孫
子
孝
次
氏
）
が

組
織
さ
れ
、
漸
次
、
翼
壮
組
織
化
し
て
い
つ
た
。
最
後
は
農
村
義
勇
隊
に
か
わ

つ
て
、
終
戦
を
む
か
え
た
わ
け
だ
が
、
戦
後
、
二
十
年
十
月
二
十
六
日
に
道
農

業
会
長
安
孫
子
孝
次
氏
の
名
に
よ
つ
て
、農
村
建
設
促
進
協
議
会
が
召
集
さ
れ
、

そ
の
カ
ゲ
に
、
か
つ
て
の
翼
壮
人
で
あ
り
産
青
連
の
中
心
で
あ
つ
た
人
た
ち
が

う
ご
い
て
い
た
こ
と
は
今
日
の
農
民
運
動
の
母
胎
が
や
は
り
産
青
連
、
農
建
連

に
あ
つ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

�

（
六
月
号
に
つ
づ
く
）
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大
阪
の
全
国
大
会
に
お
い
て
、
組
合
を
国
家
機
関
化
す
る
提
案
が
否
決
さ
れ
た
が
、
組
合
が
強
制

権
を
得
て
、
農
村
経
済
統
制
機
関
と
な
れ
ば
、
必
然
的
に
組
合
員
の
総
意
が
無
視
さ
れ
、
官
僚
に

支
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
官
僚
の
御
都
合
主
義
の
た
め
に
営
利
業
者
団
体
の
横
暴
に
対
抗
す
る

行
動
を
押
え
ら
れ
、
組
合
の
本
質
を
放
棄
し
、
農
民
解
放
運
動
を
中
止
す
る
外
は
な
い
よ
う
に
な

る
か
ら
、
忠
実
な
組
合
主
義
者
は
こ
れ
を
否
決
し
た
」

　
つ
ま
り
官
僚
独
善
と
組
合
の
自
主
性
の
問
題
に
根
因
が
あ
つ
た
の
だ
。

　
こ
う
し
た
風
潮
を
反
映
し
て
、
北
海
道
産
業
組
合
青
年
総
連
盟
が
創
立
総
会
を
行
つ
た
の
は
昭

和
七
年
二
月
二
十
八
日
の
こ
と
で
、
こ
れ
は
札
幌
市
北
連
事
務
所
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。
つ
づ

い
て
八
月
十
七
日
旭
川
で
第
一
回
大
会
を
ひ
ら
き
、
政
治
進
出
の
問
題
な
ど
を
論
議
し
て
意
気
大

い
に
あ
が
る
も
の
が
あ
つ
た
。

　
「
つ
ぎ
の
時
代
の
組
合
運
動
の
中
堅
た
る
べ
き
人
材
の
温
床
と
し
て
理
論
の
究
明
と
組
合
倫
理

の
体
得
に
つ
と
め
る
こ
と
」

　
「
当
然
に
お
そ
い
か
か
る
妨
害
や
反
産
と
た
た
か
つ
て
組
合
運
動
防
衛
の
人
柱
と
な
る
こ
と
」

　
そ
の
他
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ
、
町
村
連
盟
を
結
成
し
、
地
方
連
絡
委
員
会
を
活
動
せ
し
め

て
い
つ
た
。

　
連
盟
の
数
も
、
昭
和
八
年
一
一
六
が
十
二
年
に
二
四
一
と
な
り
、
会
員
は
、
一
万
七
千
以
上
に

達
し
、
販
売
統
制
、
貯
蓄
奨
励
、
反
産
防
衛
、
未
加
入
農
家
解
消
、
医
療
問
題
、
選
挙
粛
清
な
ど

大
い
に
た
た
か
い
ま
く
つ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
母
胎
か
ら
の
ち
に
幾
多
の
農
村
政
治
家
が
輩
出
し
て
い
つ
た
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
こ
の

動
向
に
対
す
る
既
成
政
治
勢
力
の
反
感
は
、事
業
団
体
統
制
団
体
た
る
北
連
、酪
連
に
向
け
ら
れ
、

こ
れ
ら
の
幹
部
は
ず
い
分
悩
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
佐
上
道
庁
長
官
、
三
輪
北
連
会
長
ラ
イ

ン
の
産
青
連
圧
迫
と
な
り
、こ
れ
に
対
し
て
例
の
野
付
牛
大
会
の
爆
発
、小
林
北
連
会
長
の
出
現
、

ま
た
道
支
会
各
部
会
の
独
立
に
進
み
、
昭
和
十
二
年
（
芽
室
の
第
一
次
の
組
合
合
併
の
年
）
に
十

勝
部
会
も
独
立
し
て
北
連
支
所
二
階
に
移
り
、
楠
木
部
会
長
に
野
際
政
雄
、
中
田
弘
両
氏
は
専
任

職
員
と
し
て
、
自
主
的
運
動
を
開
始
す
る
に
至
つ
た
。

　
こ
う
し
た
推
移
発
展
も
、
や
が
て
そ
の
活
動
自
体
が
産
組
法
の
ワ
ク
内
か
ら
は
み
出
す
と
同
時

高
橋
組
合
長
の
活
躍

　
高
橋
雄
之
助
氏
は
、
昭
和
十
五
年
五
月
三
十
一
日
の
第
八
次
改
選
で
村
議
に

当
選
し
、
十
六
年
七
月
十
四
日
召
集
入
営
し
た
が
、
同
氏
が
政
治
活
動
に
進
ん

だ
の
は
、
産
青
連
運
動
に
は
じ
ま
つ
て
い
る
。

　
産
組
運
動
史
に
よ
る
と
、

　
「
産
青
連
が
一
番
活
溌
だ
つ
た
昭
和
十
一
年
の
道
総
連
陣
容
は
、
理
事
長
森

正
男
、
常
任
理
事
宮
本
平
八
郎
、
安
達
勇
、
砂
川
友
富
、
井
口
喜
一
、
井
波
幸

作
の
諸
氏
で
、
理
事
に
和
田
松
エ
門
、
東
弘
、
高
橋
雄
之
助
（
以
下
略
）」

　
と
な
つ
て
い
る
が
、
産
青
連
の
そ
も
そ
も
の
起
り
は
、
や
は
り
同
史
が
綴
つ

て
い
る
つ
ぎ
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
官
僚
は
事
勿
れ
主
義
の
立
場
か
ら
、
産
業
組
合
を
お
さ
え
る
こ
と
に
よ
つ

て
、
抗
争
を
防
ぎ
、
組
合
の
強
大
な
組
織
を
自
己
の
専
制
的
支
配
下
に
お
さ
め

て
御
用
機
関
化
す
る
た
め
に
、
官
僚
が
先
輩
を
産
組
統
制
機
関
の
首
脳
部
に
お

く
り
こ
ん
だ
り
、
町
村
長
会
の
組
合
長
は
町
村
長
兼
任
と
す
る
運
動
が
さ
か
ん

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
、
民
間
組
合
人
は
組
合
の
自
主
制
よ
う
護
の
た
め

に
起
ち
、
中
央
地
方
と
も
に
官
民
の
対
立
は
よ
う
や
く
激
化
し
つ
つ
あ
つ
た
。

連載 № 42

【
第
三
篇
：
戦
時
中
の
農
業
・
農
民
と
政
治
】

27



ＪＡめむろホームページアドレス　https://www.ja-memuro.or. jp

■
発
行
日
／
令
和
六
年
五
月　
　
■
発
行
・
編
集
／
芽
室
町
農
業
協
同
組
合
・
営
農
部　
　
■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
（
０
１
５
５
）
６
２
―
２
３
１
３

 

課税対象となる所得 税率 
節税額の目安（保険料 

月額 2 万円の場合） 
節税額の目安（保険料 

月額 6 万 7 千円の場合） 

195 万円以下 15.1％ 3 万 6 千円 12 万 1 千円 

195 万円超 330 万円以下 20.2％ 4 万 8 千円 16 万 2 千円 

330 万円超 695 万円以下 30.4％ 7 万 3 千円 24 万 4 千円 

年度 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 

修正総合利回り（％） -4.65 5.99 3.4 9.8 3.27 -4.73 -9.25 9.14 -0.06 2.36 

 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 

9.62 7.75 8.78 -0.69 3.26 4.75 7.71 -2.08 10.82 2.39 

積み立てる保険料は社会保険料の控除となり、大きな節税効果があります 

 

80 歳前に死亡した場合、遺族は 80 歳までに受け取る 

農業者老齢年金（現在価値相当額）を 

一時金として受け取れるのね 

経営にゆとりが出たときは保険料額を増やしたり 

翌年分を前納納付したりすることで 

節税額もアップできるんだ 

 

農業経営を 
しっかりやって 

税金や社会保障も 
考えて…担い手って 

大変なんだな 

 
 

 

たとえば月額 6 万 7 千円の保険料を払えば年間 80 万 4 千円が控除の対象になり 

所得が 330 万～695 万円の場合は 24 万 4 千円も節税できるのね 

同一生計の配偶者や後後継継者者のの保保険険料料もも支支払払ええばばささららにに節節税税額額がが増増ええるるんだわ 
運用益は非課税で 

年金の原資に 

経営に応じて保険料を増額すれば節税額がアップ 

 

 

わたしも 
タガヤス君と一緒に 

担い手として 
がんばらなくちゃ 

節節税税ししななががらら年年金金積積立立。。  
老老後後ののくくららししはは  

国国民民年年金金＋＋農農業業者者年年金金でで  
備備ええるるニニャャ♪♪  

独立行政法人農業者年金基金 
壮年向けチラシ（令和５年５月版）より 

平平均均運運用用利利回回りり＝＝年年率率でで＋＋22..9944%%  

 積み立てた保険料は農業者年金で 
運用して６５歳以降に年金として 

支払われるニャリ。利息は非課税ニャ♪ 

農業者年金の内容やご相談は最寄りの農業委員会かＪＡ、 
または農業者年金基金にお問い合わせください。 

28


